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大手企業が注目する中小企業は「独創性・自発性・スピード」
磯輪 英之（ＩＳＯＷＡ社長、本社：愛知県春日井市）

１．　小さいが光るものを持つ中小企業に、大手企業が足を運ぶ理由。それは、中小企業にこそ大手の行
　　　き詰まり感を打破する糸口が隠されているからだ。
　　　市場の縮小が進む日本において、厳しい環境にさらされているのは大手も中小企業も同じだ。
　　　いやむしろ、規模が小さい中小企業ほど市況の変化に業績を左右されやすく、風向きが変れば倒れ
　　　る危険性が高い。

２．　だからこそ、中小企業の中には市況の変化などに左右されないよう、時間をかけて強みを磨き、ぶれ
　　　ない軸を築き上げてきた企業が存在する。大手が規模の拡大や効率化路線をひた走ってきた間、彼
　　　ら中小企業は大手にない独自の「生き残る術」を見い出してきた。
　　　例えばそれは、製品やサービスの独創性や社員の自発性、物事を推し進めるスピードなどだ。
　　　ＩＳＯＷＡは2012年で創業92年。現在の磯輪英之社長は4代目だ。段ボール製造装置メーカーで、社
　　　員数約300人ながら、段ボール製造装置では三菱重工業などと並んで、世界で上位3社の一角を占
　　　める。

３．　約13年前に現社長が始めた「世界一の社風」を目指す風土改革は、長い年月を経て醸成されつつあ
　　　る。誇りを持って働き、自分の頭で考え、信頼し合う仲間とともに業務改革を進める社員が多く育って
　　　きた。社内のあちこちで自然発生的に生まれる業務改革の取り組みが、成長の原動力となっている。

（参考：「日経ビジネス」2012年3月5日号）

東海地区を代表する人気観光施設

１．　三重県で、和菓子の「赤福」の子会社が運営する「おかげ横丁」は元気がある。江戸時代の伊勢を再
　　　現した観光施設だが、地元の観光施設が総じて元気がないなかで、同施設は本物にこだわり、伊勢
　　　特有の建築物を再現した。

２．　例えば、県内に残存する施設を移築したり、江戸時代に参拝客をもてなした心も忘れないために、従
　　　業員は来場者への話しかけを積極的に行うなどにより、来場者にとって居心地のよい空間作りに努
　　　めた。そのため、同施設は観光施設でありながら、近隣住民に愛され、多くのリピーターを生み、今や、
　　　東海地区を代表する人気観光施設である。

（参考：「週刊エコノミスト」2012年5月15日号）
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